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＜連絡事項＞
・特記なし


＜入室状況＞
【転出】
・北村　定美様～南病棟Dユニットへ転出となる。

・田村　勝一様～南病棟Aユニットへ転出となる。

【ユニット移動】
・田名部　幸子様～東病棟Bユニット→東病棟Dユニット

＜患者様連絡事項＞
・楢館　悠登様～4/17（水）10：00　ENT希望家族より連絡有り。
・豊川　京子様～本日昼より経管栄養（白湯50ml）開始の指示有り。抗生剤：タゾピペ4.51V+生食100ml指示分（本日）で終了とし一旦様子観察とする。
・磯嶋　茜　様～主治医診察にて14：55身体拘束解除となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室や、ユニット廊下を走り大声を出す等の行為があり、早めに開放観察終了とする。自室内で脱衣行為あるも不潔行為はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を　目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。不機嫌さや易怒性無く、自室内で静かに過ごされている。12:30疼痛時ロキソプロフェンNa60㎎ 1T、12：30不安時レキソタン5㎎ 1T服用。不穏さはなく静かに過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を　目指していく。

・磯嶋　茜　様～ホールにてテレビをみて過ごされている。不穏・興奮なく、再拘束時も拒否無し。食事、内服も拒否なく行えている。主治医診察にて14：55身体拘束解除となる。

・上野　揚子様～朝食は1/4、昼食は全量摂取。呼吸、胸部不快の訴えはなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入に体温37.1℃、他バイタルサイン異常なし。酸素飽和濃度92％にて経過。より早期の処制限の改善を目指していく。

＜金Dr.診察＞
・品田　潮様～臨時薬同内容にて7日分処方。診察時興奮気味に転室希望し、同じ発言を繰り返す
様子あるが、胃部不快感訴えなし。主治医よりBユニットへの転室もしくは西病棟
の転出許可あり。他患者様の状況に応じて、いつでも部屋移動してもよいとのこと。

・東野　愛様～臨時薬同内容にて7日分処方。今後の外出、外泊に関しては家族の都合に応じて問
題なければ大丈夫と本人へ説明。説明に対する理解力良好で、不穏なく診察終とな
[bookmark: _GoBack]る。

・田名部　幸子様～診察時やや多弁気味で「手の洗い方がわからない」「トイレが汚いからできない」といった不安感訴えを繰り返す。電話利用に関しては「家族にいろいろ頼むことがあってしていました」と返答される。食事摂取について、「パン食だったら食べられます」と返答あり。主治医より食事変更にて摂食状況を経過観察するよう指示あり、個室へ移動後手指衛生やトイレ使用方法を適宜スタッフへ確認してもらうよう説明。また、今後の電話利用状況が悪化する場合、通信制限する可能性があることを説明。
